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児童ホームの来歴

佐々木：　わたしは、先日どれぐらいになるかな、

1 カ月ぐらい前に、NHK のディレクター

さんがね、ぜひ話を聞かしてくれと、その

方自宅までお出でたんです。自宅まで来て

いただいたんです。そのときに若干のその

資料をですね、「もうこういう話は滅多に

なかろうから」ちゅうんで少しお渡しした

んです。夕べちょっと探したんですけど

ね、やっぱり急だから（笑う）。あっちゃ

こっちゃいろいろと。だけど、またあれば

ですね、と思いまして。

田　上：　はい。それで先生が勤められたのが、お

電話でうかがいましたように。

佐々木：　ええ。私は 36 年ですね。

田　上：　36 年に就任された？

佐々木：　 はい。だから、その当時が篠原先生

て、小学校を退職された校長先生上がりの

方が施設長でしたね。理事長さんが牧野ひ

でおさん、でしたかね。

田　上：　そうですか。先生何年までですか。

佐々木：　わたくしは、平成ちょっと 9 年、11 年

までですね。

田　上：　11 年までですか。昨日、わたくしお電

話で申し述べましたように、わたしが小学

校 5 年のときに。古前小学校だったもの

ですから。松崎さん、松崎君ていうんで

しょうか。そのあと 1 回も会ったことは

ないのですけれども。

佐々木：　松崎。ああ、おりましたね。いやその名

前は分かります。

田　上：　松崎さんていう方がですね、「うちの方

に遊びに来ないか？」と、滅多に口をきく

人じゃなかったんですが。私の方もそうい

うなにか感じ合うところがありまして。そ

れで、行った先が船の方で、おらぶんです

ね。あの「ハルヨシやーい」ちいって。お

そらく「春吉丸」という名前だったと思う

んです。で、お父さんが迎えに来られて、

そして、それに乗してもらって半日遊ばし

てもらったという、そういう体験がござい

まして。それと、私の兄の連れ合いがやは

り児童ホームでお世話になって。中元と、

旧姓中元。

佐々木：　中元というのは、わたし聞いたことある

んですけどね。お名前だけはうかがってい

ますけどね。

田　上：　 弟が 2 人いてですね。姉と弟が 2 人

で、下の方の弟がわたしとおなじでした。

そんな関係でですね、船上で生活される方

の歴史をきちっとどこかで留めておきたい

んだと。
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佐々木：　はい。児童ホームが昭和 4 年ていうの

は、すでにご存じですね。

田　上：　はい。昭和 4 年にいろいろな寄付金を

受けて。

佐々木：　そうですね。わたしが入った当時、だか

ら児童ホームと、それからもう 1 つ厚生

寮（若松艀船員厚生寮。浜 4 番町）てい

う、若松のなんですか、向こうの北の方

に、厚生寮。児童ホームに入り切れない

で、そちらの方にも子供さんたちが入って

いましたね。

田　上：　 そうですか。厚生年金のコウセイです

か。

佐々木：　そうです。

田　上：　あの船上の方が？

佐々木：　ええ、そうです。養護は子供さんが来て

ですね。そして、その後ですぐ、昭和何年

ですか、37 年ぐらいですか、八幡の児童

ホームていうのができましてね。そこは

30 名の定員でしたけど。そちらにも、だ

から船の関係の子供さんが。門司ヶ関はも

うご存じと思いますけど、門司港に、あそ

こが 70 名の定員で。

田　上：　 門司にもあったんですか。

佐々木：　 ええ。門司とだから八幡と若松。若松

が一番なんていっても大きな。

田　上：　門司はなんというあれですか。

佐々木：　門司ヶ関学園。今はですね、裏門司の、

田の浦の方にもう建物は変わっています

けどね。もう、あれが 10 年ぐらいなりま

しょうかね。

田　上：　八幡は、やはり八幡児童ホーム。

佐々木：　八幡児童ホーム。これも、北九州市で市

が建てましてね。その後 40 年以降、子供

が上りましたから。それでもう潰したんで

すね。それまでは、だから、でっかかった

ですよ。だから、われわれ交流は船の関

係と、それから北九州の養護施設の中の 1

つですから、大変な交流をやってましたか

ら、活発に。だから、卓球があったり、野

球やったり、芸能祭というのは、今でもま

だ続いていますけれどね。若松市民の今年

もやっていますよ。

田　上：　左様ですか。例えば、暁学園とか、この

前もいろんな方から聞いたんですけど、そ

の人たちとの。

佐々木：　はい。暁の鐘が、いま高塔山の方から若

松のあっち、どうなりますかね。

若　宮：　ちょい先ですね。

佐々木：　移りましてね。あの畑（地名）でなく

て。ちよさき。

若　宮：　おだけですね。うちおだけというところ

ですね。

佐々木：　定員は今 40 名ぐらいですけど、暁の鐘

ももうそりゃ今新しい方でやられていま

す。あそこのお父さんのお父さんが、秋田

千代太郎さんでしたかね。あの児童ホーム

の一番始めの理事長さんですね。秋田きよ

たろうさんでしたか。

田　上：　（佐々木先生の）ご出身は若松ですか。

佐々木：　門司です。

児童ホームでの生活と教育方針

田　上：　今の児童ホームは、海上生活者の方が昭

和 40 年代でほぼ終わって。

佐々木：　昭和 40 年のときに港湾労働法が制定さ

れて、半分以上上りましたけど。それから

10 年くらい、昭和 40 年から 50 年近くま

では、そうですね、14、5 人はおりました

ね。

田　上：　14、5 名おりましたか。今はほかの方が

いろいろな。

佐々木：　はい。今は一般養護の方ですね。だか

ら、40 年ぐらいから一般養護の方が入ら

れるようになりましてね。

田　上：　中井先生は、もう 46 年か 47 年に就任



オーラルヒストリー120

されたといわれて。

佐々木：　あの先生はわたしより年が上なんですけ

ど、あの先生がそうですね、入られたとき

は、もうハシケの関係はどうだったでしょ

うかね。何人かはもちろんおりましたけど。

田　上：　数名の方ですか。で、先生におうかがい

するのが一番もう、泊まられて生徒さんの

面倒をみられたと。

佐々木：　ええ。私は 3 年間、あそこの中に小さ

い離れがございましてね。そこに畳のベッ

ドがありましてですね。そこを 1 部屋お

借りして 3 年間過ごしました。

田　上：　そうですか。それじゃ、やはり昭和 30

年代ですか。

佐々木：　昭和 36 年、7 年、8 年。

田　上：　36、もう就任されてからずーっと？

佐々木：　はい。そうですね。

田　上：　そのときは、もちろん船員の方？

佐々木：　ええ。船の関係の方ばっかりでしたね。

田　上：　そのときは 100 名ぐらい？

佐々木：　ええ。102 名おりました。

田　上：　102 名ですか。

佐々木：　定員が 102 だったんですよ。

和　代：　108 人ぐらいいた。

田　上：　108 人ぐらい。定員が 102 で。

佐々木：　はい。定員が 102。

田　上：　2 というのは、随分半端な。

佐々木：　ええ。102、そうでしたね。

田　上：　ほぼ満員ていうか。

佐々木：　だから、定員オーバーしても、結局はそ

の外（がい）で置かなければ、そこに行け

なかったからですね。

田　上：　えっ、外（がい）ていいますと。

佐々木：　はい。定員外でですね。

和　代：　わたしが働いていたころは多かったです

ね。108 人とか、110 人。

田　上：　奥様も昭和 36 年から。

和　代：　いえ、いえ。その後ですけど。ちょうど

ハシケの最後の年、2 年ぐらい。

田　上：　昭和 40 年、40 年代ですか。

和　代：　はい、はい。8、9 あたりはちょっと経

験はしました。

田　上：　38、39、そうですか。

佐々木：　やっぱり今は子供に北九州市は特に 5

対 1 の割合なんですね。子供 5 人に対す

る職員が 1 人ですよ。で、当時は 10 対 1

でしたからね。非常に福祉が十分でなかっ

た。だから、10 対 1 でそれをみるとなる

と、結局、皆さんそこにいなければ、職員

がだれもいなくなってですね。8 時間勤務

ではね、いきませんから。だから、そこに

おって毎日みる。

田　上：　いろいろなご苦労もあった。

佐々木：　それは、われわれ当時は当たり前と思っ

ていましたよね。僕は自分が住み込みてい

うか、一緒に生活してみて、今子供たちの

状況てなあ、本当によく分かりましたけど

ね。誰にも負けませんよ、だから。今、あ

れはハシケじゃないけれども、一般養護

の方も入っています、ね。［　］しますけ

ど。子供たちの気持ちていうのは、その中

に長くおれば、ストレスがたまりますね、

フラストレーションが。これで無茶をした

りするのがおるんですよ。そこをやっぱり

どう押さえていくのか、いずれも問題じゃ

ないでしょうかね。だから、施設が僕はす

べていいとは思いませんけどね。

田　上：　子供の教育にとってですか。

佐々木：　ええ。よっぽど職員がやっぱり。だか

ら職員が北九州市は 5 対 1 でやりますけ

ど。今現実には国は 6 対 1 ですからね。

本当はまだ 2 対 1 ぐらいは欲しいです

ね、特に幼児はね。

田　上：　2 対 1 でね。すると、彼らが、わたしも

小学校にずーっと隣にいて。で、生活形態

は土曜日の午後に、当時半ドンてありまし
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たよね。それが終わって船に帰るていう。

佐々木：　それが帰れる人と帰れない人てのがあり

ましたからね。だから、迎えに来てくれる

お母さん、お父さんがいる、そのときはい

いんですよ。帰れない子供は、やっぱりと

ても悲しみますからね。それをどう職員が

いくか、そういう問題はありましたね。

100 人おるから 100 人全部帰るて訳にはい

きませんね。

田　上：　大体何割かは、どうしても。

佐々木：　ええ、そうですね。

田　上：　1、2 割ぐらいは帰れない。

佐々木：　もう必ず残ります。

田　上：　残りますか。そうすると、児童ホームで

は食事とかもそこでまた用意してあげる。

佐々木：　ええ、職員もおりますからね。

田　上：　うちの義理の姉なんかは 1 度帰ったけ

ども、声を大きく張り上げるのが恥ずかし

くって、届かないらしいんですね、向こう

でこう作業をしてるもんですから。岸壁か

ら呼んでも。それで仕方なしに、また児童

ホームの方へ戻って、そしたら、「ご飯も

用意してくれた」ちて語って感謝してまし

たけどね。

佐々木：　ええ。船の中で、船のご父兄の中でＰＴ

Ａができましてね。会長さん、それから副

会長さん、それぞれこう役割を持たれて。

だから、1 カ月か、2 カ月に 1 回必ずお出

でてましたよ。それとか、わたしまだ若

かったから、やっぱり叱っていましたから

ね。で、叱ると、「叱り過ぎじゃないか」

ちゅうて、呼ばれましてね、先方から怒ら

れました。

田　上：　ＰＴＡの方から？

佐々木：　ＰＴＡの方から。だけど、現実に年齢的

にちょうどそういう年代に入っていきます

からね。小学校の高学年から中学校に入っ

ていく。反抗的になります。これも自然で

すけれどね。それをどう分からしていくか

ていうのが、それが非常にむずかしい問題

でしたね。それを、だけど、頭から押さえ

込むと、「あの先生はもう押さえた」と。

ていうと、こんだ、父兄の方にそれをい

う。子供はいいことをいいますからね。も

うそりゃ剣幕は凄かったですよ、うん。

「お前どうして、俺んとこの」ってね。若

松弁ちゅうのは特に厳しいですからね。

田　上：　うん、うん。中井先生もいってましたで

すけどね。もう今の方がむずかしいとか

いっていましたね。ちゃんと説明して手を

出しちゃあいけないとか。もとは頭から

「なにしよんね」ちゅうて、それでもう解

決ができることが、今は。

佐々木：　今は、そうですね。手を出すてのは一番

最低ですけどね。われわれは自分がいっ

て、結局、これは、やっぱり経験によって

自分ていうものがこう創りあげられていく

から。若いのによると、すぐ呼んで、手を

出そうとする。だから、自分、言葉でいっ

て、子供が「はい」て、こういえるように

なるにはどうするのか、そこが問題ですね。

田　上：　一番いい方法には、どういうものがあり

ますかね。

佐々木：　子供とのコミュニケーションですから、

「説得の基本はなんですかー」ちいった

ら、やっぱり思いやりと心の温かさ。そし

て、それがやっぱり心にあるプラスをこう

形にして子供たちに伝えてあげないと、分

かりませんね。自分が「こう思ってるん

だ」ちいっても。子供に伝えてやらんと子

供は分かりませんから。その姿勢で先生を

信用して、そこに信頼関係がなかったら、

どんなになにか悪いことして、先生来まし

た、「なんでお前するか」ちゅうて叱る。

それで、感情は自分はこうこう思った人は

感情がすっきりするでしょうが、叱られた
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方はね、「なんであの先生からあんなこと

いわれるんや」と。だから、担当する職員

がもっといい意味のコミュニケーションを

するにはどうしたらいいのか、絶対分かり

ませんよ、今の人たちは。勉強が足りませ

んよ。

田　上：　当然、それぐらいは分かっているだろう

と思っているんだけども、子供さんの方に

しては必ずしも分かっていないから、きち

んと説明を。

佐々木：　それも子供もＡからＺまでおりますか

ら。全部取り方が違いますから。おなじこ

とでいって子供が分かる訳ないんですか

ら。やっぱり、そのケースバイケースで話

してあげないと。そこが一番むずかしいで

すから、特に、船の関係ではご父兄がおら

れますからね。やっぱり三位一体、わた

しゃあよく三位一体というですけど。「子

供とそれからご父兄の方と職員との連携が

やっぱりうまくいってないと、三位一体は

崩れるよ」と、職員によくいってましたけ

どね。

田　上：　その親御さんですよね。

佐々木：　はい。

田　上：　会合は何回か決まって持ってたんです

か、ＰＴＡと。

佐々木：　ええ、ありますね。月 1 回必ず。そし

て、あると職員の方に対する要望が非常

に多かったですね。「ああして欲しい、こ

うして欲しい」。で、船の方ちゅうのは、

1 週間に 1 回来て、それで帰りますね。

で、わたしよく様子が分からんから、1

度、山本さんておられましてね、お父さん

が「1 回うちに来てみませんか」と。それ

で細い橋を渡って、あの船から船へやっと

こう船底に降りて、そこが部屋になってま

してね。そこで食事を一緒にさしていただ

いて。で、そこで一緒に寝起きやるんです

ね。だから、子供にとって、やはり果たし

て環境的にはどうなのかていうのはよく分

かりません。

　 それから、お母さんやお父さんを見てい

ると、着飾るというよりも、食べ物にもの

凄くお金をかけますね。だから、食べるも

んは、そりゃ凄かったですよ。特に、船に

子供が帰ったときの食べ物ていうのはです

ね、もう本当にご馳走ですね。で、わたし

も呼ばれたけど、これじゃあ日本は負ける

なと（笑う）。こんだけ数でも予算の関係

がありますからね。だから、子供はどうか

したら、「こんなもん食えるか」ちゅうの

もおりますからね。だから、やっぱり親の

ＰＴＡの話し合いの中で、そういうことも

話をさしていただいたんですけどね。そ

りゃ、むずかしいですね。

田　上：　そうやって、先生は船まで行かれて、そ

こまでちゅう先生方はなかなか、佐々木先

生以外にいらっしゃらなかったのですか。

和　代：　わたしも行きましたよ。［　］。

田　上：　そうですか。そういう先生方がいら

しゃってねえ。今 3 名の方からいろい

ろ、なんていうんですかね、今研究の世界

にオーラルヒストリーていう 1 つの手法

がありましてね。文献で研究、わたしなん

かは江戸時代の近世文書で研究はするんで

すけど、近代以降の研究の 1 つの方法と

してオーラルていう、先生が指導の方に当

たられたご経験を語っていただいて、そこ

から新しいなにかを展開しようというよう

な研究があるんです。で、お三方からこう

聞きまして、非常にわたくしどもも教えら

れることが多かったんですけど。みなさ

ん、弟さんか妹さんかを亡くされているん

ですね。やはり落っこちて、学童に上がる

前に。だから、わたしは児童ホームの制度

とかていうのが凄く、当時のあれでは先進
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的で斬新で、おそらくそれがなかったら、

まだそういう事故があったと思うんですね。

和　代：　そうですね。

田　上：　それで、小学校になれば、そこに寄宿生

活ということで、確かに親と離れてという

のは大変でしょうけど、船上での作業を

やってるときに、親御さんの目が届かない

から、ちょうど学校に上がる前に、次の船

から次の船へ行くときにずるっと滑って、

海に落ちて、3 人が 3 人ともがですね、そ

んな経験があって非常に辛い思いをされて

たんです。「今だと語られるんですけど」

という話なんです。

佐々木：　わたしのときも、そういうことがござい

ましたね。だから、子供って、今船に限ら

ず、子供たちってもの凄く可愛いんです

よ。もう一言でいうと。それで純粋です

よ。むしろ、「親がいることによって、彼

らはまだいいな」と。ていうのは、あとか

らうちも一般養護が入って来たときに、そ

れをつくづく感じましたね。

田　上：　1 週間こう離れているけれども。

佐々木：　必ず帰れますからね。

田　上：　帰る場所があるということですね。

佐々木：　そういうことです。わたしはあの施設に

いて、たまに門司まで帰るとき、門を出た

ときに、もう本当にほっとしてうれしいて

いう気持ちになるんですね。そのときに、

「はあー、子供たちと一緒やな」と思って。

田　上：　それで、必ず親が日曜日の夕方には。

佐々木：　そうです。

田　上：　親御さんが連れて来るちゅうのは、中学

3 年とかなってもやはり親御さんと一緒に

来るんですか。

佐々木：　いや。中学生 3 年になると、それぞれ 1

人で帰って来よりましたね。

田　上：　小学生ぐらいの段階は。

佐々木：　ただし、親が電話を入れてくれてました

からね。「今帰したけど、お願いします」

と。

田　上：　なるほど。それでこちらで把握されて、

そして、引き受けるていう。

佐々木：　はい。

田　上：　そ れ じ ゃ、最 盛 期 で 100 名 は も う

ずーっと。やはり、先ほど先生がおっしゃ

いましたように入れないと、厚生寮の方へ

移動。

佐々木：　ええ、入れなかったら。若松地区でそ

れでもまだ入れないていう子供さんたち

は、厚生寮という寮がありましてね。そこ

に 20 名ぐらいいたんじゃないでしょうか

ね。わたしはあんまり行ってないんですけ

ど。3、4 度はうかがいましたけど。

田　上：　厚生寮の目的は、また別のあれですよね。

佐々木：　厚生寮は、食事をして学校に行かせると

いうことですけども。そうですね、児童

ホームとの子供との接触を図ることもたま

にありましたけどね。

田　上：　厚生寮には、何名ぐらいいたんですか。

佐々木：　わたしの知っている範囲の中では、大体

20 名前後だったと思いますね。建物自体

が大きい建物じゃありませんのでね。普通

の家を改造して、ていうあれでしたから。

多分 20 名ぐらいでしたね。だから、児童

ホームがもう少し規模的に大きければ。と

ころが、その 1 部屋に大体、部屋が何畳

ありましたか。8 畳ぐらい。それでも 10

人、10 人ですよ。本当は、それいけない

ことやけど。現実にそうしないと。部屋が

男子部屋は 5 つありましたがね。女子部

屋が 5 つ。もう満タンなんですよ。

田　上：　それで、上級生と下級生が縦割りで。

佐々木：　縦割りだから、もう 1 年生から中学生

まで一緒に。だから、「兄ちゃんはお兄さ

んとして、弟たちを見てあげようね」てい

う形をとりましたけど。わたしは、これで
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養護士さんがおれば、別の部屋に養護士さ

んだけをした方がいいと思ったんですけど

ね。縦割りの兄弟関係も多いからですね。

それでいったところ。

田　上：　それでも、やっぱしいろいろ日常的な喧

嘩とか。

佐々木：　あります。あります。ただ、「いじめと

か、そういうことだけはやめてくれよ」

て。ていうのはですね、わたしは、古前の

ＰＴＡに役員で入れてもろうたのはなぜか

ちゅうたら、学校でホームの子だけしか遊

んでない、ほかの子は寄らない。それを

こう原因を校長さんと話したら、担当に

ずーっといろいろ聞いてもらって、「ホー

ムの子は汚いとか臭い」とか、そういうこ

となど 1 つの子供たちの、あれですね。

そういうことが分かったんですよ。「そい

じゃいかん」といって、ＰＴＡに入らせて

もらって、研修会があるんですね。それに

わたしお話とかして回って。これ一般養護

も後に入ってきますけど。要するに、子供

がそういうことをいうんじゃないですよ。

親がいうんです、家で。だから、家庭で親

がいうのを子供たちが、「ホームの子は汚

いよ」とか。だから、それさえなくしてい

ただければ、なんていうことはない。普通

に遊べるんですよ。だから、子供たちがい

つもホームの子だけで遊んでるんですね。

それは、もう僕は非常に嫌だったから。

で、原因を突きとめてみると、そういうこ

とだった。だから、学校の方の先生方にも

お願いして、そういうことがないように、

「これから研修で再々話をさしてくれ」て

いうことをお願いしましたけどね。

　 施設でよくいろんな方が衣類を持って来

られてですね、「施設やから、なんも着る

もんもみすぼらしんだろう」と。で、僕が

よく開いてみたら、本当にもうゴミに捨て

るようなものをですね。「こりゃ余りにも

ひどいね」て、ああ、しましてね。ゴミ捨

て場がこうあって、時々わたし見に行くん

ですよ。近所の人たちが寄って来とるん

ですよ。「おい、お前、なんか、肉を食べ

よるやないか」とか。結局、近所の方は

ね、興味本位でそういうのをいってました

ね。だから、「これはいけん、こんだ、近

所周辺にもコミュニケーションとらなけれ

ば」と。で、近所の町内会に入れていただ

いて、呑みごとでもなんでも参加してです

ね、町内会長と仲良しになりまして。やっ

ぱり児童ホームを理解していただくために

ね。だから、だんだんそういうことは解け

てきましたね。だから、やっぱり施設はい

つも閉じ籠もってはいけないんですよね。

やっぱり地域にどんどん、どんどん広げて

いかないと。それには、自分たちが出てい

かないと。それは誰のためでもない、子供

のためなんですからね。そういうことでご

理解いただけるようになったんですけどね。

　 だから、ただ単に「船の子を預かってい

るよ」ていうだけでは駄目なんですよ。古

前地区といえば、古前地区を全部知ってい

かないと。だから、お母さんたちも運動会

ちゅうともうご馳走こさえて。ところが、

もう 1 つの場所だけしか。だから、みん

なが近寄らないですよ。「そこはホームや

け」と。それでは駄目。だから、先生にお

願いして、全部区分けをした中にそれぞれ

入れていただく。「コミュニケーションが

とれないと駄目でしょう」ちゅうて、先生

もいろいろおりましたけどね。

田　上：　運動会とか、そういうときには、船を休

んで来られるんですか。

佐々木：　親御さんは、いろいろ張り切ってお出で

てましたね。もう一生懸命。弁当なんかを

準備するんだけど、そりゃ、ご馳走され
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て。ただ、僕はそのどうこういうんじゃな

いんですけど、やっぱり人間てなのは見か

け、普通の服装で来て欲しいんですよ、子

供たちのために。それがもうなんか、ドテ

ラみたいとか、結局、もうありのままで、

船の生活のままで。だから、「あっこはね」

ちゅうことになるんですよ。それも後に

ＰＴＡでよく話したんですけどね。もう 1

回いただくように。船のですよ。船のＰＴ

Ａの中で、「はあー、そうやな。佐々木の

いう通りや」ち。だんだん声が出まして

ね。だいぶモダンっていうか、変わってき

ましたよ。

田　上：　決して高価なものを着る必要はない。

佐々木：　ええ、そうなんです。

田　上：　仕事着と、ちょっとこう取り替えて、ハ

レの日に出てきてもらうとか。そうです

か、そういう教育方針ていうか、理念を持

たれて当たられてたんですね。

佐々木：　クリスマス会とかいうと、もうお母さん

だちが。

和　代：　凄かったですよ。

佐々木：　凄かったですよ。そして、子供たちが自

分たちで作ったものをお母さんたちの前で

舞台作って、食堂で作ってやるんですよ。

喜んでいただいてね。だから、それが年末

の決まりのようにしてね、やってました。

クリスマス会だけど。現実にはみんなのお

祝い会ですよ。そんで、お父さんたちも出

て歌っていただいたりね。そして、それが

終わって、年末で帰れる人は帰るんですよ。

田　上：　誕生日会とかも？

佐々木：　誕生日会、月に 1 回ですね。

田　上：　月に 1 回。その月の？

佐々木：　はい。その月の生まれた人たちも。1 人

1 人はできませんから、その月の人たち

を。大体月の真ん中で。前に座ってもらっ

てですね、調理から赤飯やらを作っていた

だいて。よく、ＲＫＢさん、当時ラジオさ

んであの取材にお出でたこともありました

ね。

和　代：　［　］ 映画で［　］。

佐々木：　ああ。吉行和子さんの映画で昔、「お母

さん」ていう映画がありましてね。テレビ

ですよ。30 分ものだった。その撮影がう

ちであったんですよ。船の方が主役で。

で、吉行さんはうちの保育士ですね。で、

お母さんやなくて、お父さんが、現実にそ

ういうことがあってましたからね、海に落

ちて亡くなって。で、子供がね、泣きなが

ら海岸を走って行くところなどを撮影に来

られた。「これはテレビじゃなくて、現実

にこういうのがあったんですよ」と。「は

い。分かりました」ちね。で、テレビに初

めてその児童ホームが映って、その当時の

わたしテープを実は持ってるんですけど、

どこか奥の方に入れ込んでるんですよ。ま

た、機会があれば。

田　上：　そうですか。先生は、今のような教育を

九州女子大の方で講義を持たれてやられて

るですか。

佐々木：　はい。児童福祉事業論てえなあ、まあ

児童の福祉は、大体福祉でなく児童相談

所がやられていますのでね。「児童相談所

が措置して来るんだよ」と。そして、こ

ういう施設が全国に今児童養護施設が 700

近くありますから。で、今船関係はもち

ろんありませんけれども。北九州は 6 カ

所で、福岡県は 20 カ所ありますね。全国

に 700 近くありますから。児童相談所と

一緒ですよ。相談所が今 700 近くありま

すからね。ところが、悲しいことに虐待

が 58,632 件ですか、それが全部上がって

ますね。ところが、今里親の問題が出てん

ですね。結局、一時里親ていうのは各施設

でやってるんですが。だけど、里親制度が
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今ＮＰＯ法人が設備入れるよりも、「里親

制度で子供を育てませんか」ていう。だか

ら、施設は今少しそういう意味で少なく

なってきているのもあります。現に児童

ホームに行かれたら分かると思いますけ

ど、80 定員だったんですよ。今は 49 人ぐ

らいでしょう。「どういうことかね」ちゅ

うたんですけどね。あれは、1 つは児童相

談所も選択にあるんでしょうし。それだけ

虐待の子供も多いはずなんですけども。小

倉のフタバとか、門司ヶ関とか、もう満タ

ンですよ。［　］いますけどね。園長にい

いましたけどね。

　 やっぱり、じーっとしとっても駄目で

すから。セイチョウ会議なり、それから

［　］に行っていろいろ話を聞いて、「自分

のところに必要であれば、やっぱり要請

しないとね、やっぱり駄目じゃないです

か」ていってますけどね。でないと、国の

予算ていうのは、税金はなんですか、大人

の、今うちの家内は介護の方をやってます

けど。で、いろいろわたしは、今知的障

害の方に講義に行ってますけどね。知的

障害の方は、18 才以上で障害者の、その

ケアやってますね。2 対 1 の割合でそこ。

ところが、児童はどうでしょう。6 対 1 で

すよ、国では。北九州は市長さんが 5 対 1

に精々しようとやってくれてますけどね。

今職員の質も問われますよ。あんまり少な

い、もう少し施設が協力し合って、子供が

児童相談所の中に置いて、置かれるのじゃ

なくて、施設に入れるものなら入れてあげ

て欲しいと思いますよ。それと、養護の話

になると船と関係ないかも知れませんけれ

ど、幼児期に入ってくるお母さんがよく面

会に来てましたね。下の子と上の子がおっ

て、下の子はね、「お母さんに会いたい」

ち、子供の意思を尊重して会わせます。上

の子はねえ、小学 3 年生、「わたしは会わ

ない」ち。そいで、お母さんが帰って行く

ときにね、カーテンの隙間からお母さんが

帰って行くのを泣きながら見ている、これ

現実なんです。

　 だから、お母さんたちに「生徒の将来

どっちね」、なかなかむずかしいですね。

で、虐待というと今ネグレクトが非常に多

い。要するに直接暴力でなくて、ものを与

えない、食べさせない、病院に行かせな

い、学校に行かせない、これが非常に多い

んですね。親がやっているんですよ。だか

ら、施設がまだまだもっと積極的に、あれ

ですよ、やらなきゃいかんと思いますよ。

最終的には親に返すことが目的ですけれど

ね。

田　上：　実は先ほどの児童ホームのお話でも、学

校とそのもっと近付いて、自分たちだけで

こう閉ざすんではなくて、先生の、親御さ

んちゅう、大人の問題ですよね、結局は。

子供は純真で、そんなん子供同士で、そ

りゃ、喧嘩とか人間はそれぞれ自分が主だ

というのがあるから、自己欲とかあります

けど、結局は大人の問題ですね。

佐々木：　そうなんです。そういうことがあってか

ら、子供たちが遊びに来るようになりまし

たからね。今のは昭和 4 年に建て替わっ

たんですけど、その前は木造のですね、

ちょっと表向き洒落た洋館風の建物でした

ね。だから、とても自由にね、やってまし

たから。だから、子供さんたちは、わたく

しは「本当に喜んでいただいただろうな

あ」と、その当時ですね。

田　上：　そうやって、一緒に寝起きしてですね、

ということ自体でも、その子供だからそん

なお上手をいう訳ではないですけど、そう

いう形でどっかに入ってるもんなんでしょ

うね。
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佐々木：　朝学校に行くときに、よく、しもやけと

かが、女の子が、僕は今でも忘れませんけ

ど。［　］「先生痒い」ち、「持っといで」

ちいって、こうやってさすってやるんです

よ。「ありがとう」て、やっぱりうれしい

んですよ。そういうやっぱりスキンシップ

を好んでましたからね。

田　上：　どうしてもね、親御さんと離れているか

ら。

佐々木：　わずか 1 週間したら会えるんだけど、

やっぱり小さい子供にとったらたまらない。

田　上：　そうですね。中学生とかなると少しは理

解、それでもやっぱり寂しいとかいう気持

ちがあるでしょうね。

佐々木：　やっぱり、僕が 1 回万引きの経験をし

ましたけど、中学生が街へ出て、警察から

電話があって、連れに行ったことがあるん

ですよ。だから、そうしてから、結構、

警察から［　］、「これは叱られるぞ」と

思ったんでしょうね。ところが、担当に

ね、「あんた黙っていいから、黙っていい

から、黙ってなんもいわんで抱きしめてあ

げなさい」。手間をかけましたよ。

入寮生たちの出身地

田　上：　彼らはオカ（陸）に上がって、どういう

ところに家とか、アパートとか借りて住ん

でいくんですか。

佐々木：　だから、純粋に若松にいる方は、あまり

いないのかなあと、わたし思うんですけど

ね。

田　上：　出身は、先生、大体どの辺りですか。

まったく若松の者ばかりじゃないでしょ

う？

佐々木：　いや。若松の者だけでなく、熊本もおり

ましたしね、大分もおりましたし。

田　上：　四国とか。

佐々木：　中間とか、はい。四国の方もおられまし

たね。大瀬戸さんとか、お父さんが海で亡

くなって、あの子は小学校 6 年生でした

か。あの人は広島に帰られましたね、お母

さんと。それと、高倉健の親戚ちゅうの

が、中間に帰りましたね。　

田　上：　 えっ、高倉健のなんですか。

佐々木：　高倉健のね、親戚ちいいよりましたね。

で、お父さんがその船のウィンチかなに

か、鉄が頭に当たってね。吉野病院に入院

して、結局、もう働けなくなって、船を下

りましたけどね。子供が 3 人おりました

から、中学、小学あたりは大変だっただ

ろうなあと思いましてね。やっぱり海の

［　］というのは切ないですね。いやー、

それが、「岸壁で一杯呑みよって海に落ち

た」ちて。それで、行ったことがありまし

たけどね。お父さんが友だちとですね、岸

壁でなにか焼いて一杯呑んで、「さあ、船

に帰ろう」いうたら、落ちとるんですよ。

船のあれ、あれが狭いんですよね、わた

しゃあれ怖いで、もうなかなか、こうし

なってね、僕渡るのにも相当手を焼かせま

したけど。だから、ちょっとやっぱり酔っ

払うと落ちますですよ。

田　上：　船から落ちたんですか、岸壁からですか。

和　代：　ハシケ。

佐々木：　はい。岸壁から酒呑んで、その足でハシ

ケに帰るとき。

田　上：　いろんな事故があったんでしょうね。先

生の。

佐々木：　ええ。

田　上：　緊急の連絡ていうのは、船にはできない

んでしょう？

佐々木：　ええ。所属の会社に連絡されて。

児童ホームの日課

田　上：　朝は何時に？ 7 時に？ 一日の。

佐々木：　朝は 6 時半の起床です。そして、7 時の
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食事ですね。そして、お掃除をして、先に

起床して、すぐ洗面を済まして、掃除。

田　上：　掃除が先。

佐々木：　食事。で、あとは学校に行くようにして

ね。学校は近いんですけどね。で、用意し

て学校に行って、帰ってくるのが大体、

1 年生は午前中で帰って来てましたけど。

高学年になると大体午後 3 時過ぎ、中学

生になると大体 5 時、それで 6 時食事で

す。6 時の、5 時 30 分でしたよね。それ

がちょっと早いんじゃないやろかと検討し

たんです。そしたら、結局、調理の職員の

後始末をして帰るのに 8 時になるんです

ね。だから、そこら辺がむずかしいんです

ね。なかなか 5 時半を 6 時にできなかっ

たですね。そいで、おやつが 3 時で、ま

だ学校から帰ってない子は、夕方の 7 時

過ぎにおやつを出して。で、大体小学校は

もう 9 時の消灯ですね。中学生は 10 時ま

で。で、当時はテレビがやっとありました

かね。テレビ見るのもちょっと珍しいぐら

いでしたけれども。そういう繰り返しでし

たね。

　 わたしはもう中学生のところへ行って、

中学生はやっぱりいろいろ話をしたいだろ

うから、一緒に中に入ってやったり寝た

り。話は好きですからね、子供たちは。そ

れは、いい勉強になりましたよ。

田　上：　でも、そうやって一緒に泊まられたりと

か、住み込みのような形でちゅうのは、先

生以外の方はいらっしゃらなかったんです

か。

佐々木：　職員は、私が門司へ帰るときは、男性職

員、事務の方がおられましたからね、十分

相談して、施設長がたまにいましたからね。

田　上：　それは 3 年間ていうことで、そのあと

は。

佐々木：　そ う で す ね。結 婚 し て か ら は、も う

ちょっと住み込みはできませんから（笑

う）。その 3 年間、そこで過ごさせても

らったことが、やっぱり後で自分のいい勉

強になりましたね。

　 よくムガイがあったりして、［　］です

よ、「今どんなふうにしてムガイするのか

なあ」て、聞いてみたら、男子は上におり

ますから、2 階に。あの樋がありますね、

雨樋を伝って降りるんですね。

田　上：　ムガイというのは、その無断外出のこと

ですか。

佐々木：　それで、今はですね、宿直のおじさんが

おってセンサーが付いとるんですよ。だか

ら、表から見てるとすぐ分かるんですよ。

そしたら、裏の一山登って、女の子はよく

行っていましたよ。中学生が 1 回ぐらい

そんなことが。で、帰ってきて泣きながら

僕の前でいいましたよ、「先生、自由が欲

しかった」ちて（笑う）。

田　上：　自由ですか。

佐々木：　「自由てなんや」て、やっぱり外に出る

と、なにかそういろいろできると思ったん

でしょう。現実はなかなか。

門司と八幡の児童ホーム

佐々木：　1 つだけ分かったんですけど、ハシケ溜

まりがですね、北九州の端っこなんです

よ。1 つは若松にあったんですけど。八幡

製鉄の構内にありましたよね、ハシケ溜ま

りが。だから、あれで八幡の児童ホームが

できたんですね。

若　宮：　もう 1 つは、門司のですね。今ちょう

ど門司港レトロのところにハシケ溜まりが

あるんですよ。着けるところがですね。そ

れで、その児童ホームがあったんですね。

佐々木：　あったですね。

若　宮：　それは戦後ですか。あの八幡と門司のあ

れは、戦前ですか。
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佐々木：　いや。戦後です。

若　宮：　戦前できたのは、若松だけですね。

佐々木：　若松は一番古いですね。昭和 4 年です

からね。

若　宮：　後の 2 つは戦後なんですね。

佐々木：　そうです。

田　上：　現在はどうなっているんですか。

若　宮：　今ないですね。

田　上：　両方ないんですか。

若　宮：　1 つは、［　］として場所も変わってい

る。

佐々木：　門司ヶ関学園は、やっぱり一般児童の養

護施設として［　］。

若　宮：　八幡にハシケ溜まりがありましてね。八

幡製鉄の一番奥のですね。こっちから入っ

たら、川の奥のところにですね、確かあっ

たんです。あっこにあったんですよ。

田　上：　それも当然戦後のなんでしょう。

佐々木：　戦後ですね。定員は 30 だったんですよ。

田　上：　八幡の方は？ 両方ともですか、30 名

定員。

佐々木：　門司は 70。その 70 が今も変わってない

んです。結局、一般養護になってからも。

田　上：　やはり、そこから近くの学校に通うんで

すか。

若　宮：　そうですね。そこにやっぱりその本船と

いうのがばーっと来ましてね。そこにハシ

ケを着けて、仕事はいっぱいあったんです

よ、ハシケの仕事が。製鉄構内からも荷物

が動いていましたから。

田　上：　有り難うございました。貴重なお話を。

佐々木：　役に立つのか分かりませんが。

田　上：　いや、いや。確固たる教育理念のもとで

教育されていたことがよく理解できました。


